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CUL4ユビキチンリガーゼ複合体は

ヒストン修飾を介して神経分化を制御する
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真核細胞ではユビキチンリガーゼによって標的タンパク質がユビキチン化されることが引き
金となり選択的に分解が誘導されることによってタンパク質の発現量が精緻に制御されて
いる。われわれは、特にユビキチンリガーゼ複合体を構成するCUL4 (Cullin 4) に着目し解
析を続けている。
脊椎動物では二つのCUL4が存在するが、特にCUL4BはX染色体性知的障害患者で突然変
異が見られる遺伝子産物である。われわれは、CUL4B がヒストン修飾酵素の存在量を制御
することによってヒストン修飾状態を変化させること その結果 神経細胞の分化に関わるすることによってヒストン修飾状態を変化させること、その結果、神経細胞の分化に関わる
遺伝子発現を調節していることを見いだした。
このようにCUL4によるクロマチンの制御を介した遺伝子発現変化とその生理的意義につい
て紹介したい。
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